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東海地方の異常地殻変動の現状及び太平洋プレートのカップリング状態変化の可
能性

Recent state of abnormal crustal deformation in the Tokai region and a possible change in
coupling state on the Pacific Plate.
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１． はじめに
２００1年初頭頃から明瞭になりはじめた、東海地方の遷移的な地殻変動は 2003 年 2 月現在でも進行している。

またほぼ同時期に関東地方広域で東方への異常地殻変動が進行し、２００１年１月～２００３年２月間で１ｃｍ
程に達している。本研究では、最新のＧＰＳ観測の成果に基づき、東海地方の異常地殻変動の空間分布の時間変
化及び東海地方のプレート境界のカップリング状態の時空間変化を推定し、かつ関東地方における東への異常地
殻変動を説明するモデルとして太平洋プレートとフィリピン海プレート間のカップリング状態に変化が起きたと
仮定したモデル推定を行った。
２． データと解析手法
データとしては、ＧＥＯＮＥＴの９９観測点の１９９７－２００３年１月までの東西、南北、上下変動成分を

使用した。１９９７－２０００年の時系列データに、１年及びその倍音周期の正弦、余弦関数と 1 次関数を当て
はめ、年周と１次のトレンド成分を推定し、全期間のデータから取り除き、定常的な地殻変動からのずれを求め、
解析に使用した。推定された定常的な地殻変動からのずれ量に基づき、カルマンフィルターを使用して東海地方、
関東地方のプレート境界の時間的な変化を推定している。東海地方のプレート境界は石田（１９９２）の結果を
西方に延長したモデルを使用した。関東地方のフィリピン海プレートと太平洋プレートの境界形状も石田（１９
９２）の結果に基づいて設定している。
３． 結果と考察
暫定的な解析結果として以下のような結果が得られている。１９９７－２０００年の地殻変動を定常的な変動

とした場合、２００１年３～２００３年１月間で東海地方から名古屋付近にかけた地域で南東方向への定常的な
変動からのずれが３ｃｍ程見られる。上下変動は浜名湖付近から北東方向へ５０ｋｍ程の領域において、最大で
約３ｃｍの隆起が観測されている。検出された異常地殻変動は時間と共にその空間パターンが若干変化してきて
おり、２００１～２００２年は浜名湖付近を中心とした変動パターンであったが、２００２～２００３年では浜
名湖北東内陸部を中心とした変動へと変化しているように見える。この異常地殻変動データの特徴から、推定さ
れた、東海地方のプレート間滑りも、２００１―２００２年では浜名湖付近を中心とした滑りであったものが、
２００２―２００３年には、浜名湖北東へ２０ｋｍ程滑りの中心が移動した結果が推定されている。関東地方の
フィリピン海プレートと太平洋プレートのカップリングは房総半島沖合で約１０ｃｍ程の東への滑りが推定され
ており、東海地方とほぼ同時期に関東地方においても、フィリピン海プレート北端のプレート結合状態の変化が
起きていた可能性を示唆する暫定的な結果が得られている。


